
■ 入道雲

甚の,,, には、その季節を代表するものがありま

す。春のおぼろ祖（砧層雲）、秋のいわし芸（絹積

基）、そして夏はやはり入泣認です。 この認は日 中

の太I場による地面の加熱や、冷たい空気がやって

きて、暖かい空奴が押し上げられることによって

できます。この入逍認、頭の上が丸いうちは雄大

栢芸と呼ばれていますが、さらに発達して、成陪

懸まで行き、頭が平たくなったら、積乱芸と呼ば

れます。富山では冬にもよく見えます。雪のIけれ

間に空を見上げて下さい。そこには何となくさぴ

・ しげな雄大梢姦の姿が兒えることでしょう。でも

やはり、及のもえるような日ざしの中で、もくも

くとわきたつ方が、入逍祖には似合っているよう

です。 (y ) 

雄 大積雲
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8 月11 日夜半と128 夜半には将段よりずっと多

くの流品を見ることができます。ベルセウス座と

いう星座を中心に放射状に流星が流れるのでペル

セウス座流星群と呼ばれています。この星座は秋

の星座なので、今ごろ兄ようと思えば夜半過ぎに

見なければなりません。ゅっく り見ようという人

は夜 1時ごろ起きて、明け方まで見て下さい。夜

1 時ごろは北東の空、明け方ごろは頭の真上より

少し北のあたりを見ると、多くの流屋を見ること

ができます。初めての人でも 10 分間程ながめてい

ると 、 2 ・3個、恨れた人では 5 ・6個の流星が

兒れます。なお、空が暗ければ暗いほど多くの流

星が見れます。是非一度ご痣下さい。 (W ) 
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北 ← 北東 → 東

アンタレスの色が余りに赤いので、洒

を飲んで頗がまっ赤になった姿と見たて ~u l ｝ ました。
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